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Abstract：　This　study 　aims 　to　clarify 　the　actual 血e   1　enviro  ent 血 residences 　during　s  er 血 Kyoto．職 is　study　is
motivated 　by　the　urgent 　need 　to　prevent　heat　disorders，　particularly　among 　the　elderly ．　We 　measured 　the　temperatUre 　and

relative　humidity　hl　five　rooms 　in　each 　of 　71　residential 　buildings．　And 　we 　conducted 　questiomaire　surveys　from　2011to
2013』 ie　resUlts 　suggest 　that　it　is　necessary 　to　stUdy 丘om 血 e　viewpoint 　of 　sensory 　barrier−free　environment ．　Thermal

environmental 　barriers　in　summer 　are 　currently 　overlooked 　but　are　important　to　safety 　and 　comfortable 　life　concerning

housing　fbr　the　elderb へ Not　only 　during血e　day　but　also 　hl　the　evening ，　indoor　temperatUres　reached 　the　dangerous　levels　at

which 　residents 　might　get　heat　Clisorders．　To　improve　thermal　enVironment ，　residents 　must 　have　reliable 　knowledge　about

their　environment 　and 　about・　measures 　that　they　can 　take　to　protect　themselves』 his　study 　may 　be　usefU1 血 preventing　hcat

disorders　from　the　vieWpoint 　ef 　lifestyle．

Key 　worJsl 　indoor血e   al　enviro   ent
，
  s  er

，
　heat　disorders

，
　elderly，　envirenmental 　barrier　free

要旨 ： 京都府下 の 高齢者 の 住宅 を 対 象に，住宅内 の 温 熱環 境 と熱 中 症 対 策 の 実態 を 把握す る こ と を 目的 と して ，
2011 年 か ら 3 年 間調 査 を 実施 した。温熱 環 境 測 定 は ，74軒で 居住者が 居間，台所 ， 寝室 ， トイ レ ，脱 衣 室 の 5 室

で 温 湿度 を記録す る と と も に，うち 53軒 を対 象 に 自動 記録 を 行 っ た。測 定 の 前 に 行 っ た ア ン ケー
ト調 査 は，2011

年 53票 ，2012年 22票 の 回答 が得 られ た。2013 年 ， 追 加 ア ン ケー ト調 査 （回収 52票〉 と 10 軒の 詳 細な訪 問 調 査

を 行 っ た。調査 結果 か ら，住 ま い 手は 夏期の 住宅 内の 温熱環境を うまく調節 で き て い な い 例 が多く，酷 暑期に は

熱 中症発 生 の 危 険 域 とな っ て い る。そ の 理 由は，（1）温 湿度 を正 し く把握 で きて い ない ，  暑熱 の 危 険 （熱中症 〉

に っ い て の 知識 が 温 熱環境の 改善行動 に結び つ い て い な い
， （3）エ ア コ ン 使用 は温 熱環境改善に 有効で は あ るが省

エ ネ ル ギー
指向や節約意識 と の バ ラ ン ス で 使用の 躊躇 し て い る。温 熱環 境バ リア フ リーの 実 現 に は，居住者自 ら

が 温熱環境の 現状を把握す る こ とが第
一

歩 で あ る。温湿 度 を把 握 し，熱 中症 対策 に 有効な改善例 を示 し た。

キー
ワ
ード ：室 内温 熱 環境，夏期，熱 中症 ，高齢者，環境バ リア フ リ

ー。

　　　　　　　　　1 ．は じめ に

　高齢社会 が進 展 す る な か で ，高齢者 の 住 宅 の 安全 ・

快 適は 重 要 な課 題 で あ る。人 口 動 態 統 計 に よ る と高 齢

者の 「家庭内で の 不 慮 の 事故に よ る死 者数 」 は 増加 し

て い る 。 2011 年の 統 計結果 で は 高齢者 （65 歳以上 ）の

死者数 は 13，325 人 （全体 の 80％）で，2000 年の 約 1．6

倍 とな っ て い る （厚生 労働省，2012）。近年，温 暖化 と

都市の ヒ
ー

トア イ ラ ン ド現象 に よ り ， 夏期 の 「熱 中症」

の 発 生 が 著 しく増加 して い る。「熱波元 年」 と言われた

2010 年 に は熱中症 に よ る救急搬送患者数は 53，　800 人

を超 え，そ の うち 46％が 65歳以 上 の 高齢者 で あっ た （総

務省 消 防庁 ，201D 。さ らに，2013年夏 の 救急搬送者数

は 速報値 59，105人 と過 去 最 高 とな っ た （総務省消防庁，

2013＞。今後 さ ら に 温 暖化 す る こ とが 予 想 され るた め，

熱 中症対策は喫緊の 課題で ある。熱中症 は屋外 で の 労

働時や運 動時だけ で な く，住 居 内 で の 就寝中の 発 生 も

報告 され て い る （環境省，2013）。高齢者は 自宅 で の 発

生 率が 高 く， 重 症 例 も 多 く，死 亡 者の 約 70％が 高齢者 で

あ る （厚生 労働省，2011）。熱中症予 防の 有効な方法は，

危険性 の 認 知 と室 内温 熱環境 の 制御 で ある （柴 田 ら，

2010）。一方，冬期 に は住宅 内で急 速 な 温度 変化 が原 因

の 寒冷 刺 激 に よ る事 故も増加 し て い る。浴 室内の 溺死
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な ど 「ヒートシ ョ ッ ク （以 下 HS）」 で あ る。高齢者 の 熱

中症，HS 対 策 に は，環 境バ リア フ リ
ー

の 視点 か らの 検

討 が 必 要 で あ る。住 宅 内 で の 安 全 を確 保 す る に は 高 齢

者の 運 動 機 能 の 低 下 を 考 慮 す る の と同様 に，温 熱 環 境

面か らバ リア フ リ
ー
化 の 検討が 必 要 で ある。そ の た め

に は ま ず 温 熱環境 の 実 態把握 が 欠 か せ な い。こ れ ま で ，

住 居 内温 熱環 境 は，居 住 室 は よ く調 査 され て い る が （長

谷川 ら，1983．他多数），非居住室 （トイ レ，脱衣室な

ど） を 同 時 調査 した例 は 少 な く，夏期 で は あ ま りみ あ

た らな い 。そ こ で，住 宅 の 5 室 で 温 熱 環 境 測 定 す る こ

と と し た。本報 で は 京都府 内 で 夏期 に 調査 し た 結果 を

報告す る と と もに，熱中症 対策の 実態 を環境 バ リア フ

リ
ー

の 観点か ら検討 した。

　　　　　　　　　　2 ．方法

2．1調査概要

　調 査 対象 は京都府 内 の
一

般住宅 80件 で ，主 に 京 都府

地 球 温 暖 化 防 止 活 動 推 進 員 ，京 都 高 齢 者 大 学 受 講 生 の

自宅 で あ る。

　住宅 内温 熱環境 を把握す る た め に 居間，寝室 ，台所，

トイ レ ，脱衣室 の 計 5 カ 所 で 温 湿 度測 定 （湿 度は 居 間

の み ） を実施 し た。期間中の 5 日 間 簡易温 撮 度計 に よ

り温湿 度の 確 認 と住 ま い 方等 簡 単な 日記 を記 録 させ た。

併せ て ボ タ ン 型 ロ ガー
（KN ラ ボ ラ ト リ

ー
製 温 湿 度 ；

ハ イ ロ ク ロ ン ，温度 ；サ
ー

モ ク ロ ン SL タ イ プ） に よ る

自動 記 録 を 行 っ た。外 気 温 湿 度 は 気 象庁 ア メ ダ ス 京 都

市の データ を用 い た。ま た，測 定 の 前後 に ア ン ケート

調査を実施 し た。ア ン ケ
ー

トで は，対象者の 個人属性，

住 宅 の 状 況 ， 温 湿 度 へ の 関 心 ， 熱 中症 対 策 ，
エ ア コ ン

（冷房），扇風機の 使用状況等を調査 した。調査票，記

録 計 の 配 布，回収 を郵 送 で 行 っ た。

　 さ ら に，2013 年に は 以 前の 調 査後の 熱中症対策への

変 化 な ど追加 調査 を実 施 した 。 ま た ， 訪 問 調 査 に 同 意

が 得 られ た 10軒 を抽出 して ，温 湿度 の 自動記録 （エ ス

ペ ッ ク ミ ッ ク社製サ
ー

モ レ コ
ー

ダ RS−13L ，　RT
−13 使用 ）

と ，居 住者の 熱中症対 策 に っ い て の 意識，行動等を イ

ン タ ビ ュー
し た。調査期間は 2013 年 8 月 2 日か ら 20

日で あ る。

表 1 調 査 票 の 回収 数 ／ 対 象 者 数

回収数／対象者数

調査項 目
　 第 1グ ル

ー
プ

（京翻府地球温暖化

　 止 ，　 　
’
　 ）

　第 2グル
ー
プ

（京都高齢者大学
　 昌 ．

全体

事前アン ケ
ー

ト 53／53票 22／27票 75／80 票

温湿度記録調査 52／53票 22／27票 74／80票

温湿度測定自動記録 31／31軒 22 ／27軒 53／58軒

事後アン ケ
ー

ト 40／53票 21／27票 61／80票

追加 調査 33／53票 17／27票 52／80票

表 2　対象者の 属性　　　表 3

a j4
臘以下 12160

50歳代 1216．自
対象者年代

6嗤代 3242、7
7喊 以上 1925、3
男 4256．0

性別
女 3344．0
1人 810 ．7
2人 3749、3

家族人数 3人 ］722 、7
4人 68 、0
5人以上 793

合計 ア5100．0

対象住宅の 状況

　 　 　 　 　 　 数

　 　 　 戸建
住宅種類
　 　 　 集合

　 　 　 木造

　 　 　 プレハ ブ（鉄 骨｝

建築工 法 RC 造

　 　 　 不 明
　 　 　 無回 答

　 　 　 断熱 無し

　 　 　 新省 エ ネ基準
断熱性 能
　 　 　 次世代省エ ネ

　 　 　 不明

　 　 　 戦前

　 　 　 戦後
・vl99t

築年代
　 　 　 1992〜1993

　 　 　 塵999〜
　 　 　 合計

　　　　　　　　　　3 ．結果

3．1　 温 熱環境測定結果

　 ％

65　 86710

　 13．351
　 68010
　 13．311
　 14．ア
2　　 2．7
霍　　 亅．335
　 46．18
　 1D、ア

7　 　 9325

　 32．G2
　　 6．542
　 56．012
　 16．015
　 20．075
　 100．0

　測定 し た 5 室 の そ れ ぞ れ の 測 定 期間 温 度 平均 値は ，

い ず れ も 29℃ 以 上 で あ っ た 。 各 室 の 温 度は，外 気 温 と

差が 少なく，室 内の 温熱環境を充分 に 制御 で きて い な

い 実 態 で，熱 中症危険域 に達 して い る 時間帯 が多 い。

表 4　調 査期関 の 外 気温 湿 度 （3 年間 ）

夏期調 査 期間中，外気温 湿 度 の 10分毎の 値の 集計

2013
°
C　　 ％ RH2012℃ 　　％ RH2011℃ 　　％ RH

平 均値

最 高 値

最 低 値

29．9　 62．3
38、9　　 95

233 　　 2228

．9　 65．4
36．5　 　 95

216 　 　 32292

　 65．7
36．5　 　 93
239 　 　 39

4504

｛〕 o3503ao2502ao

426

376
3δ0　　　 360 　 　 　 　 　 　 36

359

31　　　　 31332B
　　　　26 　　　　2

P− 一一一． 一一一 一一「一．」 一一L」一 一」一」一」 一1

．旦．景．．．　 6764 δ 7　　　　 64 　　　　 6

236 　　　239 　　　　　　234 　　　23
227

2D8「　　　　　　　　　　　　「 遣
居間 　　 台所 　 　 寝室　 　 トイレ　 　 脱衣 　　外気温

図 1　住 宅 内 5 カ所 の 気温 自動 測 定 値 （2011）

平 均値 （居間 29．3℃ ，台所 29．5℃ ，寝室 29．5℃ ，ト

イ レ 29．1℃，脱衣 室 29，2℃ 〉

45 ．040

．O35030

．0Z5

．02e

．G

37938238138238436

32174330321

．一 一一一

62

一一一

5二斗一

一一一

6263605 」一LF　　　　　　　　炉
23622222523622121

居間 　 　 台所 　 　 寝 室 　 　 トイレ 　 　 脱衣 　 　外気 温

輪 鋤n

鯉一瀰

爆鹹 ．

図 2　住宅内 5 カ所 の 気温 自動測 定値 （2012）

平均値 （居 間 29．7℃ ，台所 28．6℃ ，寝室 30．2℃，トイ

レ 30 ．0℃ ，脱 衣 室 30．0℃ ）
＊ 追 加 調 査 回答者 は グル

ープ 不 明 2 名 を含 む
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表 5　温 湿 度例 示 住 宅の 属 性

居住地 住宅構造 築年数 断熟 特徴
回答者
年齢

性別 象族人数

A 京都市 木造 100 無 茅かぶせ屋根 68 男性 2

B 京田 辺市 木造 50 不 明 周囲農地 64 女性 3

C 木津 川市 木造 98 断熱改修 古民家 63 男性 3

訪 問調査 を行 っ た 中 か ら築年数が 50年以 上 の 住 宅 3

軒 の 日変化 例 を示 す。い ず れ も該 当 年 の 測 定期 間 中の

日平均 気温 が最も高い 日の データで あ る。
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め る 時 間は，調査 前 か ら設置 して い るカ タ温湿度計で

確認 し，節電 と快適な温 熱環 境 制御 を 試 み て い る。グ

リーン カ
ー

テ ン や台所 は 土 間 の ま ま 残 し，風 通 し の た

め，サーキ ュ レ ータ を入れ る など，常 に温 湿 度を確認

し，工 夫 を して い る こ との 成果 とい え る 。 そ の 結 果，5

室 と も常時 28℃ 前後 に 調節 され て い た。

3．2　熱中症対策

事前ア ン ケ
ー

ト結果（2011，2012）で は，年 齢が 高い ほ

ど熱中症対 策 へ の 関 心 は 高 い 。「熱中症 が 室 内 で も発 生

す る 」 は ほ ぼ全員 が 認 知 して い たが ，「夜 間 に も発 生 す

る」 約 3割 で あ っ た。追加調査（2013）で，「熱中症 を 自

分の 問 題 と して 対 策 を した （意識有対策有）」49 歳以下

は 全 員，50 歳代，70 歳 以 上 で は約 8 割 で ，「意識 は あ

るが 対 策 して い な い 」 が 15％で ，60 歳代で 「自分 は大

丈夫」 が 2 人 い た 。

49以下

50紀

6G幾

7e以 上
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　A 邸の 2011年 （図 3）と 2013年 （図 4）の Zaii定 結果 で ，

2011 年 は 30℃ 以 上 の 高 温 で も冷房 を使 用 し て い な い 。

目最低気 温 が 26．1℃ の 時の 居間は 30℃ で あ っ た。2013

年，居間と隣室 の 台所 の 温 度の 低 下 は お 盆に 子 ど も が

帰省 し冷房 を使 用 し た こ とに よ る。茅 葺に トタ ン を か

ぶ せ た 屋 根 で あ り，あ る程 度屋 根 の 断 熱性 能は あ り，

周囲 が緑 に 囲ま れ て い て 風通 しが よ い。本人は 暑 くな

る前 か ら積極的 に運 動を 行い ，無意識裏に 暑熱馴 化 し

て お り，熱中症 の 危険を 自分 の こ と と考 えて い ない。

　B 邸 は，壁 面 断 熱 は して い な い が，夏 期 に は グ リー
ン

カー
テ ン を植 え，周囲は 緑 が 多 く，風 通 しは 良 い 環 境

で あ る 。 昼 間 は居 間，夜間は寝 室 で 冷房使 用 して い た。

冷房 を入れて い る室 で 家族全 員が 生 活をす る との こ と

で あ っ た。た だ ，2 階の 寝室 は昼 間 の 温 度は 高 く，比

較的 早 い 時 間か ら寝室 の 冷房 を使用 し て い る。一
般 に

2 階 に あ る寝室 は昼間時 に高温 に な る例 が 多く，夜間，

睡眠時の 温 熱環境が熱中症危険域 に な る実態が ある。

回 避す るた め に は B 邸 の よ うな冷房使用 をす る。夏期

に は寝 室 を 1 階 に 変 更 す る。屋 根 ま た は 2 階 の 天 井 を

断熱す る などの 方法 が ある。

　C 邸 は 古 民家を断 熱 改 修 し，夜 間 は裏 山 か らの 冷 気 を

取 り入れ，昼前 か ら冷房使用 して い る。冷房使用 を 始

mu関心 がある　 ca少し関心 が ある　口 あまり関 心がない

図 7　熱中症対策へ の 関心 2011，2012年調査　N＝75
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図 8熱 中症対策へ の 意識 と行動 （2013）年代別（N＝52）

図 9 熱 中症 対策 で 実施 して い るこ と （2013）（N＝52）

　実 施 して い る熱中症 対策 は 「水分摂取」 97．8％，「無

理 な活動 は し ない 」，「涼 しい 服 装」 64．4％，「エ ア コ ン

の 使用 」 60％，「日射 遮蔽亅 53．3 ％ で あ っ た が，「塩 分
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摂取」42．2％，「暑くなる前か ら体を慣 らす」 は 22．2％

で あ っ た。

　高齢者や
一

人 暮 ら し の 方の 支援 と して 有効 な 対 策で

は，「メデ ィ ア で 注意情報を流す 」 7L2 ％，「訪問 し て

注意 す る 」55．8％，「温 湿度計を 配布 し て 確認 」44．2％，
「クール ス ポ ソ ト」28．8％，「電 話 で 知 らせ る 」26．9％，

「メ
ール ・

イン タ
ー

ネ ッ ト活用」 9．6％の 順 で あ っ た。
　 　 　 　 　 　 0　　　　　　　 10 　　　　　　 20 　　　　　　 30 　　　　　　 4Q
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図 10　高齢者の 熱中症 予 防 に 有効な 対策（N≡52）

熱環境 を うま く調節 で き て い な い 例が 多 く，酷 暑期に

は 熱 中症 発 生 の 危 険 域 とな っ て い る こ と が 明 らか に な

っ た。そ の 理 由は （1）温 湿 度を正 し く把握 で きて い ない ，

（2）暑熱 の 危険 （熱中症）に つ い て の 知 識が 温熱環境 の

改 善行 動 に結び つ い て い な い ，（3）エ ア コ ン 使 用 は 温 熱

環 境改善 に 有効（CDC，2011）だ が 省 エ ネル ギー
指向や節

約意識 との バ ラ ン ス で 躊躇 し て い る，と考 え る。温 湿

度 の 日変化 の 具 体例 を示 した 3 軒は それ ぞれ の 独 自の

住 ま い 方 で ある が，生 恬者視点の 熱中症対策 と して 有

効 な 温熱 環 境 改 善 の 先 進 例 を包 含 して い る。今 後，冬 期

の 調 査 結果 もあ わせ て 研 究 を進め る。

謝辞 　本 調査 に ご協力 い た だ い た居 住 者の 皆 さ ま と，

京 都 府 地 球 温 暖 化 防止 活 動 推進セ ン タ
ー

木 原 浩 貴氏 に

深謝 い た し ます v 本研究の 一
部 に 大 阪ガ ス グル

ープ 福

祉 財 団 「調査 ・研 究助成 」 の 助 成 を受 け た 。

　　　　　　　　　　 4 ．考察

　高齢者 の 健 康 リス ク を減 らす た め に は，住 宅 の 安 全

性 の 確保 は 必 須 条件で あ り，筆者 らは，居住環境バ リ

ア フ リー化 は，従 来 の 手 す り，段 差 の 解 消 な ど運 動 バ

リア フ リ
ー

に 加 え て ，音，光，熱 環 境 な ど感 覚バ リア

フ リーを進 め る必 要性を提起 し た （柴 田 ら，2003）。さ

らに，住 宅 内 に は，HS や ，住 宅 内 にお け る熱 中症 な ど，

温熱 環 境 の バ リア が 存在す る こ と を指摘 した （柴 田 ら，

2006）。温 熱環 境バ リア フ リ
ー

の 実 現 に は，居 住 者自 ら

が 温 熱 環 境 の 現 状 を 把 握す る こ とが第
一歩 で あ る。居

住者 自らが 体感 温 度を 認 知 した 後 ，温 熱 環境 の 危険性

を把握 し，各 戸 の 現状に あ っ た 住宅 の 温 熱環境改善方

法を検討す る。例えば，簡易断熱，簡易内窓，二 重 ガ

ラ ス への 取 り換 え，すだ れ な ど に よ る 遮光な どが 考 え

られ る。こ れ らは 比 較的安価で 簡便 に で き る。今回 の

調 査 で，古民 家 を 改修 して，住まい 方 の 工 夫で 温 熱環

境 を あ る程 度調 節 して い る例 が 確 認 され た。

　ハ
ー

ド面 で の 改善に 加 え て ，ソ フ ト面 で の ラ イ フ ス

タ イル の 変 更 は，住宅 内で の HS，熱 中症 発 生 の 抑制 に

有効 で あ る。生活者 は こ の 調査で 初 め て 住宅内の 温 湿

度 を測 定 し，記 録 した 人 が多く，予 想 した温 度 と実測

温 度，気象情報 の 外 気 温 と住宅内温 度 に は 差 が あ る こ

と，体感 温 度 を的 確 に 認 知 し て い な い こ とを知 っ た。

居 住 者本 人 が 温 熱 環 墳 の 危 険性 を察知 で き な い 場 合 は，

社会 シ ス テ ム と し て 支援 が 求め られ る。高齢者本人や

周 囲 の 人 （家族，介護者な ど）が 温 湿 度 を把握 し，予

防対 策 を施 し て い れ ば HS ，熱中症の リス ク は 避 け ら

れ る。

　　　　　　　　　5 ．まとめ

今回 の 調 査 結 果 か ら，住 ま い 手 は 夏 期 の 住 宅 内 の 温
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